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1. はじめに 

 矢作川橋は，第二東名高速道路と東海環状自動車道の共有区間となる豊田 JCTと豊田東 JCT間の一級河川矢作
川渡河部に建設される橋長 820m（支間長 175m＋235m＋235m＋175m）の 4 径間連続の PC・鋼複合斜張橋で
ある。本橋は 8 車線（幅員 43.8m）の高扁平断面桁の中央 1面吊り形式という特徴的な形式を採用しており，部
分的に遮音壁の設置も検討されている。また最大支間長が道路橋耐風設計便覧（以下，便覧）の適用範囲外であ

ること等の諸条件を考慮して，風洞実験により耐風安定性の検討を実施することとなった。 
2. 風洞実験概要 
風洞実験は，2次元剛体模型を用いた 2自由度バネ支持振動実験を実施した。 
実験諸元を表－1に示す。検討する主桁断面は，PC桁標準部，鋼桁部および遮音壁設置 PC桁部の 3ケースとし

た。遮音壁は鉛直高さ 3mの垂直壁タイプを上下流両側に設置している。 
実験に用いる気流は一様流および乱流 2種類とした。乱流は乱流格子を用いて生成し，主流方向の乱れ強さ Iuを
架橋地点の粗度区分をⅠとして規定される Iu＝0.13に対し，渦励振発生風速域で Iu＝0.119～0.123（乱流①）およ
び 0.133～0.135（乱流②）となるような 2種類の気流を用いた。さらに対数構造減衰率δを便覧規定値であるδ＝
0.02から 0.04まで変化させた場合についても検討を行った。 
3. 結果および考察 
 実験結果より，耐風安定性が最も悪化する傾向にあった矢作川上流側から＋3 度の気流迎角におけるたわみ応答
図を図―3～図―5 に示す。応答の照査については，主桁の加速度 100galによって規定される便覧許容値と部材の
許容応力度から設定した構造許容値の 2つの値を用いた（表―2参照）。 
一様流中における応答特性 事前に行った便覧による机上検討では渦励振については安全であるという結果が得ら

れていたが，風洞実験では全ての検討断面において便覧および構造許容値を超えるような渦励振が発生した。これ

は本橋の支間長が便覧の適用対象外であることに起因していると考えられる。 
乱流中における応答特性 一様流中での実験結果を受けて乱流中での応答特性について検討を行った結果，PC 桁
標準部および鋼桁部については乱流①を考慮することで渦励振の発生が抑制される結果となった。遮音壁設置 PC
桁部については，乱流①では構造許容値を超える渦励振が残ってしまうが，乱流②では便覧許容値は超えるが構造

許容値を下回る程度まで応答が低減される結果が得られた。  
構造減衰付加による応答特性 乱流①において構造許容値を超える結果となった遮音壁設置 PC 桁部について，構
造減衰付加による応答特性の変化について検討行った。その結果，便覧での規定値δ＝0.02に対し，δ≧0.025を
確保することで構造許容値を，さらにδ≧0.03を確保することで便覧許容値を満足する結果が得られた。 
4. おわりに 
 矢作川橋の主桁の耐風安定性について風洞実験を行った結果， PC 桁標準部および鋼桁部については架橋地点
の気流の乱れを考慮すれば十分な耐風安定性が確保されることが分かった。また遮音壁が設置される場合におい

ても，Iu≒0.135の乱流を考慮するか，もしくはδ≧0.025の構造減衰を確保することで構造許容値を満足するこ
とが可能であり，さらにδ≧0.03を確保することで便覧許容値を満足することが分かった。 
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図－1 矢作川橋一般図 

 

 

 

 

図―2 主桁断面（左：PC桁標準部，右：鋼桁部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
（PC桁標準部・鋼桁部）                 （遮音壁設置 PC桁部） 

 図―3 一様流中でのたわみ応答特性（矢作川上流側から＋3度） 

 

 

 

 

  

 
 
 

（遮音壁設置 PC桁部）                  （遮音壁設置 PC桁部） 
図―4 乱流中でのたわみ応答特性           図－5 構造減衰付加による応答低減（乱流中） 
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表－2 振動照査風速および許容値 

発散振動 渦励振 振動成分
照査風速 照査風速 便覧許容値 構造許容値

たわみ 49.0m/s 119mm 273mm 
ねじれ 53.9m/s 

40.8m/s 
0.15° 0.49° 

   
便覧許容値：主桁の加速度 100galから設定 
構造許容値：コンクリート許容引張応力度で規定（たわみ渦励振）

鋼材の圧縮許容応力度で規定（ねじれ渦励振） 
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表－1 実験ケース 

主桁断面 構造 
減衰 気流 風向 

気流
迎角

－3°
  0°

矢作川
上流 

＋3°
－3°
  0°

・PC桁標準部 
・鋼桁部 
・遮音壁設置 

PC桁部 

δ＝0.02 
    0.025 
    0.03 
    0.04 

一様流 
 
乱流 

①Iu=0.119～0.123 
②Iu=0.133～0.135 

矢作川
下流 

＋3°

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60
実橋換算風速（m/s）

鉛
直

た
わ

み
方

向
の

振
動

振
幅

（
m

m
） 便覧許容値(ha=119mm)

構造許容値(ha=273mm)
渦励振照査風速
ギャロッピング照査風速
乱流①（Ｉｕ＝０．１１９～０．１２３）
乱流②（Ｉｕ＝０．１３３～０．１３５）

 横断勾配：約 2°

＋3° 

 横断勾配：約 2°

＋3° 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60
実橋換算風速（m/s）

鉛
直

た
わ

み
方

向
の

振
動

振
幅

（
m

m
） 便覧許容値(ha=119mm)

構造許容値(ha=273mm)
渦励振照査風速
ギャロッピング照査風速
δ＝０．０２
δ＝０．０２５
δ＝０．０３
δ＝０．０４

 横断勾配：約 2°

＋3° 

43,800 43,800 

34,800 34,143 
1,082

3,031
1,798

3,0262,900 
1,600 

2,900
1,600

4,
00

0 

4,
00

0 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60
実橋換算風速（m/s）

鉛
直

た
わ

み
方

向
の

振
動

振
幅

（
m

m
） たわみ 平均

便覧許容値(ha=119mm)
構造許容値(ha=273mm)
渦励振照査風速
ギャロッピング照査風速

 横断勾配：約 2°

＋3° 

土木学会第59回年次学術講演会（平成16年9月）

-1342-

1-672


